
18

俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句

は
な
・
蕗
の
薹
句
会

19

待
ち
し
雨
し
と
し
と
降
り
て
庭
先
の
あ
じ
さ
い
の
花
色
の
鮮あ

た

ら
し

梅
雨
晴
を
と
な
り
の
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
十
薬
の
束た

ば

吊つ

ら
れ
て
ゆ
る
る

腰
ひ
ね
り
下
か
ら
横
か
ら
見
上
げ
つ
つ
青
梅
ち
ぎ
る
孫
の
身
軽
さ

古
き
世
に
珍
重
さ
れ
し
井
戸
茶ち

ゃ

碗わ
ん

金き
ん

継つ

ぎ
あ
れ
ど
趣

お
も
む
き

ひ
と
し
お

麦
熟
る
る
広
き
田
の
面も

を
見
渡
せ
ば
鎌
を
研と

ぎ
て
は
刈
り
し
父
母
顕た

つ

越
智　

早
苗

三
村　

和
子

加
治　

智
子

辻
田　

幸
也

福
田　
　

昌

山
門
に
続
く
札
所
や
夏
木
立

花は
な

茣ご

蓙ざ

に
疲
れ
横
た
え
藺い

草ぐ
さ

の
香

能
舞
台
は
ね
街
角
の
花
あ
や
め

渓
流
の
闇
に
乱
れ
て
舞
ふ
蛍

財
源
の
乏
し
き
国
に
酷
暑
来
て

古
民
家
の
三た

た

き

和
土
に
あ
り
し
梅
雨
じ
め
り

梅
雨
晴
れ
間
迎
へ
バ
ス
来
る
五
日
市

三
尺
寝
老
い
て
味
わ
ふ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ワ
イ
パ
ー
の
払
ひ
き
れ
ざ
る
梅
雨
の
降
り

雨
含
む
風
の
さ
さ
や
き
花
菖し

ょ

う

ぶ蒲

渡
邊　

一
枝

朝
部
さ
よ
子

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石
嘉
代
子

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
ヱ

長
尾　

冴
子

野
村　

鈴
子

藤
井
耿
之
介

植
田
風
四
角
四
面
に
渡
り
け
り

青
田
風
鳶と

び

の
機
嫌
の
笛
高
し

青あ
お

時し

雨ぐ
れ

業ご
う

を
洗
ひ
て
女に

ょ

身し
ん

仏ぶ
つ

風
入
れ
や
飛
び
翔た

ち
さ
う
な
鳥

ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

青
田
い
ま
し
か
と
根
を
張
り
風
通
す

古
民
家
や
牛
馬
今
な
く
土
間
涼
し

瑠る

璃り

色い
ろ

の
湖
水
を
称た

た

へ
ほ
と
と
ぎ
す

蛍
飛
ぶ
闇
に
声
な
き
恋
を
し
て

千せ
ん

丈
じ
ょ
う

の
布
を
晒さ

ら

し
て
神
の
滝

波
音
と
出
漁
の
音
明
易や

す

し

日
比
生
利
子

松
岡　

蔦
枝

建
部
三
由
紀

長
副
美
恵
子

今
井
三
千
代

家
高　

恭
子

畠
山　

玲
子

山
口
み
ち
子

仲
谷
ひ
ろ
え

花
石
か
ほ
る

今
日
も
又
「
は
な
」
に
遊
び
て
梅
雨
晴
間

夏
霧
の
晴
れ
て
山
並
鮮
や
か
に

釣つ
る

瓶べ

井
戸
残
る
裏
町
凌の

う

霄ぜ
ん

花か

梅
雨
深
し
さ
れ
ど
楽
園
踊
り
の
輪

雨
の
中
博
多
山
笠
賑に

ぎ

は
へ
り

取
り
組
め
る
ク
イ
ズ
に
夢
中
梅
雨
の
園

早そ

う

暁
ぎ
ょ
う

の
城
山
に
聞
く
ほ
と
と
ぎ
す

窯か
ま

元も
と

の
軒
の
風
鈴
鳴
っ
て
を
り

カ
ー
テ
ン
の
風
を
孕は

ら

ん
で
夏
に
入
る

梅
雨
の
間
に
庭
の
雑
草
居い

丈た
け

高だ
か

子
等
の
声
空
へ
弾は

じ

け
て
夏
つ
ば
め

大
堀
ま
さ
ゑ

柴
田
ヒ
サ
ヱ

熊
谷
カ
ツ
ミ

桑
野　

園
女

井
上
タ
ミ
子

永
末　

公
恵

日
高
八
重
子

松
本　

三
男

香
月　

眸

高
津　

澄
子

池
田　

駒
女

玄
海
を
舞
台
に
交
流
す
る
貴
重
な
体
験
活
動

９月に粗大ごみを収集します！

将来開花する国際的感覚を養う

夏
の
弁
城
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
今
年
復
活

福
智
町
国
際
交
流
事
業
「
日
韓
交
流
」

福智町ジュニアリーダー交流会参加募集

第６回 弁城夏祭り

金
田
・
神
崎
地
区
の
粗
大
ご
み
収
集
日
程

交流と感動の体験が待っています

今回も魅力あふれる催しが目白押しです

韓国泗川市の東城初等学校と交流します

　金田・神崎地区の粗大ごみを次の日程で収集しま
す。１点に１枚「粗大ごみ専用シール」を貼付のうえ、
午前８時までにお出しください。

9 月4日土 

9 月11日土 

9 月18日土 

9 月25日土 

　

体
験
活
動
や
集
団
行
動
を
通
し
て
、
学
校
や
地

域
活
動
の
中
核
を
担
う
人
材
育
成
を
図
る
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
交
流
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
玄
海
の
海
で
地
引
網
を
体
験
し
ま
す
。

日
程
▼
９
月
25
日
土
～
26
日
日
（
１
泊
２
日
）

　
　
　

事
前
説
明
会
・
９
月
９
日
木
午
後
７
時
～

会
場
▼
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
）

募
集
▼
町
内
の
小
学
５
～
６
年
生 

40
人

　
　
　

※ 

定
員
で
受
付
を
終
了
し
ま
す

受
付
▼
８
月
23
日
月
～
27
日
金
（
参
加
費
千
円
）

　

詳
細
は
学
校
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
福
智
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会 

事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）☎
２
８-

２
０
４
６

　上野焼の開祖・尊楷ゆかりの地である韓国泗川市
の子どもたちと交流し、国際的感覚と広い視野を養
うことを目的とした交流事業の参加者を募集します。
募集期間▶８月11日水 ～18日水
募集人員▶小学5～6年生 25人（多数の場合抽選）
負 担 金▶１人 12,000円（パスポートは各自取得）  
訪韓期間▶１０月８日金 ～１０日日（２泊３日）
                結団式、事前研修４回、解団式あり
※詳しくは学校で配布するチラシをご覧ください。
問福智町交流事業実行委員会 事務局
　（教育委員会 社会教育係）☎28-2046

問役場住民課 環境衛生係　☎22-7761

東金田松崎（上組・中組）
堀川、西金田、高見区、上金田、平原、平原団地

東金田松崎（下組）、堀川団地、亀の甲団地、
県営団地、3 区、4 区、黒尾、人見成竹、成竹団地

宝見区、宝見団地、人見区、第１・第２人見団地
人見宮床、人見ヶ丘、人見坂、東金田（上組・中組）
南木（1～3 組）

神崎１・２、高尾、笹尾、若草団地、星ヶ丘、
星ヶ丘団地、平和台、柿添団地、福吉区、太陽区、
福丸、福丸団地、七十石、小豆田団地

　

お
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る「
弁
城
夏
祭
り
」

が
６
回
目
を
数
え
２
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。
場

内
で
展
開
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
タ
ヒ
チ
ダ
ン

ス
、
玄
海
古
賀
太
鼓
の
ス
テ
ー
ジ
や
バ
ザ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ン

は
毎
回
好
評
の「
お
楽
し
み
♪
大
抽
選
会
」、
協
賛

企
業
提
供
の
豪
華
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

会
場
▼
ほ
う
じ
ょ
う
温
泉
ふ
じ
湯
の
里

　
　
　

第
４
駐
車
場（
入
場
無
料
）雨
天
中
止

　
　
　

※ 

今
回
打
ち
上
げ
花
火
は
あ
り
ま
せ
ん

問
お
祭
実
行
委
員
会  

☎
２
２-

２
２
８
０（
弁
天
）

日
時
▼
8
月

29
日
日  

17
時
～
21
時

今回も魅力あふれる催しが目白押しです

韓国泗川市の東城初等学校と交流します

交流と感動の体験が待っています
昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

近所の友達と日陰でままごと
遊びを楽しんでいる様子。今
のように冷房や遊具が豊富で
ないこの時代の子どもたちは、
工夫しながら夏の日を過ごし
ていたことがうかがえます。

提供者●羽田野 憲治さん
撮影日●昭和32年8月13日

日陰で遊ぶ子どもたち

▶表紙は、炎天下の公園に
いた子どもたちを撮影。彼
らはゲームやボールが無くて
も、落ちている石や木などを
遊び道具に変え、虫を探し
たりしながら身近な自然の中
で元気に汗をかいていまし
た。各地で最高気温を更新
し続けている今夏。熱中症
には十分気を付けつつ、夏
ならではのすてきな思い出
を作ってくださいね。（日吉）

▶７月から広報業務に携わ
ることになり、初めて文章
を人に伝えることの難しさ
を痛感。文才がなく、カメ
ラのことも知らないわたし
が、この業務をこなしてい
けるか不安ですが、少しで
も読みやすく、飽きない文
章を届けたいと思いますの
で、よろしくお願いします。
取材先などで会いましたら
声をかけてください。（久原）


